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など一時的な

強い賃貸需要、低い空室率、高い許

住宅販売の増加傾向、住宅在庫の低い水準等を映

維持していると判断される

万戸と前月比▲

月合計で＋2.0 万戸上

高止まりの影響を受けているとみられ

万戸と前月比＋2

購入意欲が強いほか、住宅建設業者の見通しが楽観的となっていることから、回復基調を維持している
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。以上より、住宅建設は堅調さを維持していると考えられる。
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、変動の大きい「集合住宅の着工
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と判断される。
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購入意欲が強いほか、住宅建設業者の見通しが楽観的となっていることから、回復基調を維持している

ものの、賃貸需要の強さを背

ると考えられる。
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